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	憲法を学問するⅩ
	憲法のArchitect
	日程　2026年11月21日(土)～22日(日)
	会場　大学セミナーハウス（東京都八王子市下柚木1987-1）
	21:00〜
	講師
	樋口陽一先生特別講義　　＊録画（事前視聴）予定

	主催　公益財団法人大学セミナーハウス


	第１分科会　
	　尾高朝雄と「尊厳な」天皇
	石川 健治（東京大学 法学部教授）

	第３分科会　
	　佐々木惣一と憲法裁判
	宍戸 常寿（東京大学 法学部教授）
	第２分科会　
	　田中二郎と個人主義
	蟻川 恒正（日本大学大学院 法務研究科教授）
	　日本の法実務において、「個人の尊厳」という概念はどのようにして形成され、確立してきたのでしょうか。こう問いを立ててみたとき、1973年の尊属殺違憲判決における田中二郎意見が拓いた地平は、これまで考えられてきた以上に大きいものであったことに気づかされます。
	　第2分科会では、まず、この地平を拓く企てが日本の法実務において持った巨大な意味を明らかにします。ついで、この企てが田中のなかでどのようにして準備されていたのかを1973年に至るまでの田中の足跡のなかに追跡します。最後に、これらの作業を前提として、田中の拓いた地平が現在の最高裁判例に対して、はたして、または、どのような影響を与えつつあるかを考察したいと思います。


	第４分科会　
	　我妻栄と合理的配慮
	木村 草太（東京都立大学 法学部教授）
	　作為と不作為は、法学の基本概念だ。近年、差別には、作為によるものと不作為によるものがあるとの主張が支持を集めており、後者を問題化するために「合理的配慮reasonable accommodation」という概念も登場してきた。しかし、この概念は、多くの限界と問題を抱えている。
	　問題の解決に何が必要か。規範と現実の往復だろう。この部会は、差別discriminationという概念の射程を整理し、反差別と合理的配慮という二つの概念の関係を見定めるところから始める。その作業は、戦後民法改正の大事業に臨んだ民法学者の研究と実践の分析に接続する。我妻栄は、規範と現実を往復した人だった。
	「憲法を学問する」企画委員
	　 石川 健治（東京大学 法学部教授）委員長
	　 蟻川 恒正（日本大学大学院 法務研究科教授）
	　 宍戸 常寿（東京大学 法学部教授）
	　 木村 草太（東京都立大学 法学部教授）
	　日本国憲法の81条は、最高裁の違憲審査権を明文で定めています。しかし実際には、最高裁が違憲審査権の行使に消極的であると見られる時期が長く続き、これに対して学説は、米国の司法審査制とその運用についての理解をもって、その積極的な行使を促してきました。21世紀に入り「違憲審査の活性化」の現象も見られてはいますが、どうも学説が説いてきたのとは微妙に違うところもあります。
	　そのズレは日本国憲法の構造に由来するものではないのでしょうか。憲法制定に先立ち、該博な知見に基づき憲法81条とは異なる構造を設計・提案したと同時に、施行後には緻密な解釈論により通説と判例が見落としてきた「憲法裁判」を描いて見せた泰斗の見解に立ち戻りながら、現在の違憲審査の運用に光を当ててみたいと思います。




	プログラム
	１１月２１日（土）　１日目
	　　12：50　　　　      受付
	　　13：20～13：30     開会
	　　13：30～15：00    【講師パネルディスカッション】
	　　15：00～15：30     オリエンテーション
	　　15：30～18：00    【分科会Ⅰ】
	　　18：00～　　　　  夕食・フリートーク
	１１月２２日（日）　２日目
	　　  7：30～　　　　  朝食
	　　  9：00～10：30    【分科会Ⅱ】
	　　10：30～12：00    【分科会報告】
	　　12：00～13：00      昼食
	　　13：00～15：10    【総括討論・質疑応答】
	　　15：10～　　　　　閉会・解散


